
～令和８（2026）年度の主要な取組～

　国際的な博覧会である２０２７年国際園芸博覧会が、令和９（2027）年３月19日から横浜市で開催されます。世界
各国から多くの来場者が訪れるＰＲの好機であるため、本県の認知度向上に向けて、県産花きの魅力を伝える屋内展
示と地域の魅力を凝縮した庭園作品の屋外展示を行うほか、本県への来訪につながるよう取り組んでいきます。

　６月６日に本県で初めて「食育推進全国大会」を開催します。大会では、ステージイベントや体験型ブースなどに
よる食育の理解促進に加え、いちごなど本県の多彩な農産物や食文化を発信し、食と農の輪を栃木から全国に広げる
とともに、大会後も年間を通じた関係機関・団体のイベントとの連携等により、食育の更なる推進を図ります。
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　「新とちぎ未来創造プラン」は、中長期的な展望の下、県民とともに目指す本県の将来像を描き、その
実現に向けた政策展開の基本的な方向性を明らかにするとともに、令和８（2026）年度を初年度とする令和
12（2030）年度までの５年間の目標や重点的かつ戦略的に取り組む施策を示す県政の基本指針です。
　また、県民や行政、ＮＰＯ、企業、団体など、地域社会のすべての構成員が、課題認識や価値観を共有
しながら、将来像の実現を目指し、ともに歩んでいくための共通の目標という役割も担うものとしています。
　なお、本プランは、まち・ひと・しごと創生法（平成26年法律第136号）第９条第１項に規定する都道
府県まち・ひと・しごと創生総合戦略として位置付けています。
　本プランでは、めざすとちぎの将来像を

「共に創る　人も地域も輝く“元気なとちぎ”」
と掲げました。

　重点戦略は、人口減少・少子高齢化の進行な
どの栃木県が直面する諸課題を乗り越え、とち
ぎの強みを最大限生かしながら、「めざすとち
ぎの将来像」を実現するため、今後５年間で重
点的に取り組む戦略として設定するものです。

　すべての活動の原動力は「人」であることか
ら、「人づくり戦略」を第１の柱とし、県民や
市町等と連携・協働・共創のもと、オール栃木
体制で社会経済情勢の変化に柔軟に対応しなが
ら、５つの重点戦略に位置付けた計15のプロ
ジェクトを着実に推進していきます。

　なお、プロジェクトに掲げる各種施策を推進
することは、持続可能な開発目標（SDGs）の
達成にもつながることから、ゴール達成に向け
た取組を積極的に推進していきます。

重点戦略

　目指す将来の姿を次世代を担うこども達と共有し、共にとちぎづくりを
進めていくため、県のプランについて理解を深めてもらえるよう、今回新
たに、「こども版」を作成しました。

【こども版の特徴】
　○小学校高学年から中学生程度をターゲット
　○冊子に加え、より分かりやすい動画版も作成

　「新とちぎ未来創造プラン（こども版）」等は
　こちらから御覧になれます（県公式webページ）
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重点戦略の各プロジェクトに沿って、令和８（2026）年度に県が積極的に推進していく主要な取組についてご紹介します。

１ こどもぎゅーっとちぎプロジェクト
● ‌�結婚を応援する気運の醸成に向けた「とちぎ結婚サポーター制度」の創設
● 20～30代女性を対象としたとちぎ結婚支援センター登録料割引キャンペーンの実施
● ‌�啓発コンテストや交流発信型親子イベントの開催などによる「喜びのある子育て」推進

キャンペーンの展開
● 子育て世帯の経済的負担を軽減するための公立小中学校等の学校給食費に対する助成
● 子育て世帯等が行う空き家の改修に対する助成
● ‌�増加・複雑化する児童虐待への迅速・的確な対応に向けた児童相談所における生成ＡＩ

活用業務支援システムの導入
● 食材料費等の高騰により影響を受けているこども食堂に対する助成　など

２ 女性・若者活躍応援プロジェクト
● ‌�男性従業員に１ヶ月以上の育児休業を取得させた中小企業に対する奨励金の支給
● ‌�カスタマーハラスメント防止に向けた普及啓発、県内事業者を対象とした相談窓口の設置や専門家派遣による対策マニュ

アルの策定支援
● ‌�企業内での女性登用促進に向けたキャリアの各段階に応じた研修の開催
● ‌�性別による無意識の思い込み等に関する気づき・意識変革促進のためのデジタル・ラジオ広告や各種イベントでの啓発
● ‌�企業・大学・県民等とのワークショップを通じた施策の立案や、こども・若者からアイデアを募集して施策に反映する仕

組みの導入　など

３ 未来を拓く人材育成プロジェクト
● ‌�未来共創型専門高校※の設置など高校再編計画に基づく施設整備
 　※農業、工業、商業など複数の職業系専門学科を併置し、他学科の科目も選択して学べる総合選択専門高校のうち、学科横断的な学習を推進する高校

● ‌�不登校の調査研究や知見共有、専門機関等との連携体制構築、メタバースによる支援環境の整備などを行う不登校支援拠
点「県立教育支援センター」の設置

● ‌�「特別支援教育の充実に向けた方針」に基づく、岡本特別支援学校における知的障害教育部門新設等の教育環境の整備
● ‌�学校現場におけるいじめの早期発見・対応に向けたＳＮＳでの通報窓口の開設、相談員の配置や広告等による周知・啓発
● ‌�教育ＣＤＯの助言等による児童生徒の情報活用能力の育成や、校務ＤＸを活用した学校における働き方改革など、教育
　 ＤＸの推進　など

１ 未来を築く産業創出・成長プロジェクト
● ‌�中小企業の半導体産業・ロボット産業への新規参入促進のためのワークショップの開催

や、宇宙ビジネスモデルの確立に向けた専門家による伴走支援等
● ‌�高校生を対象としたワークショップ等による起業家精神の育成や、クラウドファンディ

ング型ふるさと納税等の活用による県内の社会課題解決に取り組むスタートアップ企業
の資金調達支援

● ‌�中小企業等の収益力向上に向けた個々の企業の経営課題に応じた伴走支援
● ‌�市町と商工団体が連携して実施するモデル的な事業承継支援の取組に対する助成
● ‌�地域未来投資促進法※を活用した産業用地の整備促進に向けた、市町への土地利用調整等に係るアドバイザー派遣
 　※‌�同法による規制緩和の特例を活用することで、例えば、原則農地を転用することができない農用地区域内の農地や、市街化を抑制すべき市街化調整区域の土地で

あっても、産業用地としての開発が可能となる

● ‌�とちぎビジネスＡＩセンターによる企業へのＤＸアドバイザー派遣
● 産業技術専門校における技能五輪支援コースの新設　など

２ 元気に輝く農林業実現プロジェクト
● ‌�雇用就農者の確保・定着を図るための雇用者向け研修会の開催や第三者継承の促進に向けた支援チーム等による伴走支援
● ‌�とちぎ次世代スマート農業推進センターの開設に向け、ウェブサイトの構築や実演圃場の整備の実施

＜切削加工現場におけるロボットの活用＞

＜「喜びのある子育て」推進キャンペーン
キックオフイベント＞



３ とちぎの魅力を生かした観光立県・国際戦略プロジェクト
● 観光事業者のデジタル技術活用促進に向けたオンライン相談の実施やワークショップ等の開催
● 観光・アクティビティ等の情報発信の強化のための県立日光自然博物館におけるエントランス棟整備に向けた設計
● 2027年国際園芸博覧会への出展に向けた準備や、博覧会を契機とした関西圏等からの誘客につながる旅行商品造成の促進
● 県香港事務所やとちぎベトナムサポートハブを活用した県内企業の海外展開の促進や、関係機関との連携による輸出への支援
● 日本産いちごの未開拓市場であるアメリカへの輸出に向けた海外バイヤーの招へい　など

１ 健康長寿いきいきプロジェクト
● ‌�心のケアが必要なこどもへの対応に課題を抱える学校等に対し、児童精神科医師等で

構成する専門家チームの派遣
● ‌�安心して治療に専念できる環境を整えるため、自治医科大学とちぎ子ども医療セン

ターにおけるこども専用保護室の整備に対して助成
● ‌�健康的な食事・食品の情報発信や提供を行う市町・事業者の登録制度の創設や気運醸成

イベントの開催などを行う「自然に健康になれるとちぎ食の環
わ

プロジェクト」の推進
● こども食堂における口腔内診査やブラッシング指導等の歯科保健指導を通じたこどもの歯と口腔の健康づくりの推進

　など

2 地域を支える医療・介護推進プロジェクト
● 介護求職者向け情報発信・求人ポータルサイト「介護ジョブゲートとちぎ」の構築
● ‌�将来の妊娠・出産を希望する女性がん患者等の支援に向けた、妊
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性温存療法のうち卵巣組織凍結の実施に必要な設備
の整備に対する助成

● 救急搬送患者の受入れを積極的に行う二次・三次救急医療機関に対する助成
● ‌�医療機関間の連携体制強化に向けた、重症患者の搬送・受入調整を行うコーディネーターの配置や病院間の患者情報共

有ツールの導入支援　など

3 共に支え、共に生きる社会実現プロジェクト
● ‌�様々な困難を抱える女性の支援に向けた、民間団体との連携による日中の一時的な居場所やステップハウス※の提供
 　※自立に向け、生活習慣改善等の生活支援や就労支援を受けながら一定期間居住できる場所

● ‌�強度行動障害※に関する支援体制の充実に向けたグループホーム等を対象とする相談窓口の設置や専門アドバイザーの派遣
 　※自傷や他害、異食など、本人や周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動が著しく高い頻度で起こるため、特別に配慮された支援が必要な状態

● ‌�県内企業への高度外国人材の就業・定着促進に向けた、海外の大学と連携した日本語教育・インターンシップやジョブ
フェアへの出展　など

＜遠隔操作機械の活用等による
スマート林業の推進＞

＜自然に健康になれるとちぎ食の環
シンポジウム＞

１ 危機管理・災害対応力強化プロジェクト
● 県・大学・ＮＰＯ法人等で構成する防災教育応援チームの小中学校への派遣
● 防災士等を対象としたスキルアップ研修の開催、自主防災組織の訓練や防災イベントの企画立案に取り組む市町への支援
● 国・市町・物流事業者等と連携した、大規模災害時における支援物資の円滑な供給体制の構築に向けた調査　など

● ‌�土地利用型経営体の規模拡大・法人化など経営力強化を図る研修会の開催や、100ha
超の大規模経営モデル確立等のための合意形成・省力化技術等の実証

● 園芸分野における暑熱対策技術のモデル導入に対する助成
● 県産農産物統一ロゴマークを活用した商品づくりに対する助成や首都圏でのＰＲ
● ‌�耕畜連携の強化に向け、水田における飼料作物の増産を図るための機械導入に対する

助成
● 林業大学校における林業人材の総合的・体系的な育成
● ‌�デジタル化した森林情報を利活用できる人材を育成する研修や、デジタル技術を活用して先導的な経営を行う林業事業

体の育成に向けたコンサルタント等による伴走支援　など



2 いのちと暮らしを守る県土づくりプロジェクト
● ‌�災害の未然防止や被害低減を図るための堆積土除去や堤防強化、急傾斜地対策等の推進
● ‌�公共土木施設等の長寿命化対策の推進
● ‌�県庁舎や県民利用施設などの予防保全工事の推進
● ‌�産学官が連携して建設業の担い手育成に取り組むためのインフラトレーニングセン

ターの設置に向けた基礎調査、基本計画策定
● ‌�建設事業者等の生産性向上促進のための講習会の開催や相談窓口の設置、ＩＣＴ機器

の導入等に対する助成　など

3 みんなで創る安全・安心プロジェクト
● ＪＲ宇都宮駅周辺地区へのＡＩ機能搭載の街頭防犯カメラの設置
● 特殊詐欺被害防止に向けたＳＮＳでのターゲティング広告の実施
● 犯罪被害者等に対する途切れない支援のための県コーディネーター配置や関係団体等との支援調整会議の設置
● 信号機や道路標識・標示の新設・更新の計画的推進
● 配慮を要する高齢者や障害者等の消費者被害防止に向けた見守りネットワークの構築・強化　など

１ ふるさとの魅力創造プロジェクト
● ‌�本県への移住・定住促進に向けた、とちぎ暮らし・しごと支援センターへのイベント企

画運営相談員の新規配置や東京圏で暮らす本県出身の若者等を集めた交流会等の開催
● ‌�多様な人材・企業等との連携による農村地域の新ビジネス創出のためのセミナーの開催

や多業種の人材や企業からなるチーム結成からビジネスプラン策定までの伴走支援
● ‌�メディア芸術に取り組む県内の若手クリエイターの活動に対する助成や「とちぎメ

ディア芸術祭（仮称）」のＲ９開催に向けたウェブサイトの構築
● ‌�次の100年に向けて日光杉並木の景観を着実に引き継ぐためのクラウドファンディング型ふるさと納税を活用した後継

木の計画的な補植等の実施
● ‌�県内のプロスポーツチームと連携したスポーツフェスタの開催やＰＲキャンペーンの展開
● ‌�本県の認知度向上及び県内の周遊促進に向けた、発信力のある本県出身者等を活用したＰＲ動画の制作・配信やＳＮＳ

を活用したデジタルスタンプラリーの実施　など

＜移住・定住イベント＞

2 スマートで暮らしやすい「まち」づくりプロジェクト
● 奥日光地域へのアクセス強化に向けた、環境に配慮した新たなモビリティの導入の検討
● 中山間地域等を有する市町が抱える地域課題の解決に向けた、アドバイザー等による助言や伴走支援
● 住民・市町が主体となって取り組む地域づくりや市町の枠を超えた広域的な地域づくり活動に対する助成
● 県・市町と企業・大学等が連携し、デジタル技術による地域課題の解決に取り組むプラットフォームの構築
● 県・市町におけるＤＸの更なる推進に向けた専門家等による相談窓口の設置や伴走支援の実施
● 県職員の共創意識や生産性、働きがいを向上させるための職場環境づくりの推進
● 産学官での共同作業の円滑化や業務の効率化を図るための安全性を確保したデータ共有環境の構築　など

3 次世代につなぐ環境立県プロジェクト
● ‌�省エネ性能の高い住宅の普及促進に向けた、地域工務店によるＺＥＨ水準住宅の新築に対する助成
● ‌�木質バイオマス熱利用の拡大に向けた、導入施設のランニングコストの検証
● ‌�「サーキュラーエコノミー※」への移行に向けた、リサイクル業者と製造業者のマッチング支援やビジネスモデル構築に

対する助成、プラスチック製品製造業者を対象としたワークショップの開催
 　※‌�製品を製造する際に、廃棄物等を再資源化した再生原料として循環利用をすることで、新たな資源の投入や廃棄物の処分量を抑え持続可能な社会と経済成長を

両立させる新しい経済システム

● ‌�ハンティングドローン※を活用した先進的なイノシシ捕獲方法の導入
 　※スピーカーや煙火を搭載し、猟犬の鳴き声等により野生鳥獣を威嚇・誘導する狩猟用ドローン

● ‌�クマ対策の強化に向けた、高度な射撃技術を持ったハンターの養成研修の開催や市町によるパトロールやわな設置など
の取組に対する助成　など

＜防災・減災のための河川整備＞



＜県内企業・団体等の皆様へ＞

栃木県子育て支援
ポータルサイト

「とこぽ」

健康長寿とちぎＷＥＢ

栃木県農産物魅力発信ポータルサイト
「とちぎ育ち」

危機管理・防災ポータルサイト

ライフデザイン
情報サイト

「とちぎライフデザイン」

発行／栃木県

〒320-8501
栃木県宇都宮市塙田1-1-20

総合政策部総合政策課
TEL 028（623）2206
FAX 028（623）2216

官民一体となって人口減少問題に取り組むため、
「とちぎ人口未来パートナー」として「とちぎ人口
未来アクションプラン」を作成いただく企業・団体
を募集しています。

妊娠・出産・子育てに関
する情報をまとめて掲載
しています。

県民の皆様の健康づくりを応援するため、イベント
情報や健康づくりの秘訣などを掲載しています。

とちぎの魅力的で多彩な農産物やそれらを味わうこ
とができる店舗情報、県内外で行うイベント情報な
どを掲載しています。

防災に関する各種お知らせや警報等の発表状況のほ
か、日頃から備える防災対策など、命を守る大切な
情報を掲載しています。

ライフデザインを考える
上で参考となる「冊子」
や「とちしるべ」などを
掲載しています。

栃木県公式ファンサイト
～ＶＥＲＹ ＧＯＯＤ ＬＯＣＡＬ とちぎ～

県内観光スポットや県産品、イベント
情報など、栃木県の多様な地域資源の
魅力を随時発信しています。お得な情
報が得られる「ファンサイト会員」も
募集しています。


